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資料をもとに反論を述べよう
Ｄ型＝資料引用をふまえた考察レポート、D３：反論型、およびＤ４：代案型
STEP
09


１．「反論型」「代案型」のレポート
・資料を読み、引用して、その上に自分の考察（分析や提案）を展開する「考察文」タイプのレポート……
→これまでにＤ１「分析型」、Ｄ２「提案型」の形でレポートを書いてきました
・今回はＤ３「反論型」、もしくはＤ４「代案型」の形でレポートを書いてみます：
→本論２で既存の分析や解決案を引用・紹介した後、本論３でその問題点や欠落部分を指摘（分析）、その上で自分なりの代案を本論４で述べる、という流れです
→本論３で止めればＤ３「反論型」、本論４まで書ききればＤ４「代案型」になります。
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２．反論のポイント
・資料Ａは、2020年に政府の指導で始まったレジ袋の有料化に対し、「有料化は環境問題の解消、特に海洋流出するプラスチックごみの減少につながる」という分析と賛意を述べた記事です。
・しかしレジ袋有料化が本当に有効な手段なのか、疑問を抱く人も多くいます：
→海洋流出するプラごみの中で、レジ袋が占める割合はどのくらいなのでしょうか？
→海洋流出を減らすために、レジ袋の規制よりも先にすべきことはないのでしょうか？
→レジ袋の代わりにエコバックを使うことで、何か別の問題が起きたりはしないでしょうか？　などなど
・スマホで調べてみてもいいです。
→参考にしたサイトは、期末レポートなどでは「注」のかたちできちんと書き出してください。
（今回は授業中に手書きで書くレポートなので、省略してもいいです）

・資料Ｂは「過疎地に引きこもりを移住させる」という提案の是非をめぐるものです。
[bookmark: _Hlk57203986]→思想家の内田樹（うちだ・たつる）氏は、過疎化には「自然から都市をどう守るか」という問題が含まれていると指摘します（「２．自然から都市をどう守るか」）。
その上で内田氏は、過疎化した農村に、自然から村を守るガードマンとして「引きこもり」を移住させるべきだと提案します（「４．引きこもりの移住」）。また、それまたそれを実現するために、過疎地の土地をいったん共有地にして、移住者に与えられるような法律を作るべきだと提案します（「３．逆ホームステッド法」）。
・こうした内田氏の分析や提案に納得できない人は、反論を述べてみてください。
→ちなみにこのインタビュー記事は、Twitterなどでプチ炎上しました。「内田樹　ひきこもり　移住」などで検索すれば、いろいろな意見が出てきます。参考になるかもしれません。

３．作業手順
・これまでと同じです。

・１週目：
資料Ａを読み、ワークシートＡを埋めてくだい。

・２週目：
①グループに分かれ、ワークシートを元に、自分の分析と提案を発表します。司会や他の人からの質問に答えたり、他の人の分析や提案を参考にしたりして、自分のワークシートを仕上げていきます。
なお、グループで一つの意見に統一する必要はありません。
②ワークシートを元に、レポートを書きます。

・おかわり：
・もう一問、資料ＢとワークシートＢも用意しました。同じやり方でレポートを書いてみてください。
・強制ではありませんが、やってくれたら確実に成績は上がります。

	・こうしてみなさんは、「Ｄ型：資料引用にもとづく考察文」について、「分析型」「提案型」「反論型」「代案型」（Ｄ１～４型）、すべてのパターンを体験したことになります。
→たいていのレポートはこの４型で書けます。
→引用はどこでどう使うか、自分の考えはどこでどう述べるか、感覚はつかめたでしょうか？
→提案の前に問題の分析を入れること、分析だけでも十分に考察であることも理解できたでしょうか。

・これに、前期の最終レポート「Ｃ型：資料引用にもとづく説明文」（本論１＝定義、本論２＝具体例）をあわせれば、レポート型の文書は完全にマスターできたことになります。

・最後の STEP10 では、みなさんの先輩が書いた卒論を読んで、そこから自分の意見を「分析型」「提案型」「反論型」「代案型」のいずれかで展開したレポートを書いてもらいます。これがこの教材での学びの総確認、最終レポートになります。





